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参考資料１－（１） しりべしの「食」

○地元においては 食の流通・販売・体験の各場面で 様々な取組を行っている。○地元においては 食の流通・販売・体験の各場面で 様々な取組を行っている。

サクランボは、関東・関西へ
新千歳空港から空輸して
います。大切な商品が

鮮度保持に効果のある光触媒を鮮度保持に効果のある光触媒を
搭載した保冷コンテナ搭載した保冷コンテナでお届け
したサクランボは、収穫時そのまま
の色つやで東京に到着し

【確実にお届けする努力】
食の
流通

【鮮度を保って輸送する努力】▼地元企業の工夫・努力

○地元においては、食の流通 販売 体験の各場面で、様々な取組を行っている。○地元においては、食の流通 販売 体験の各場面で、様々な取組を行っている。

生産者からのおすすめの
食べ方を書いたコメントを
産品に付けたり、生産者が生産者が観光業者と農・水産業者が連携して、

います。大切な商品が
確実に届くように、
航空便の時間に合わせて航空便の時間に合わせて
収穫作業をしています収穫作業をしています。

の色つやで東京に到着し、
おいしいと大人気でした。

食の
販売

【買いに来てもらう努力】

【付加価値を高める努力】

自ら売れ行きを把握する自ら売れ行きを把握する
システムシステムを活用して、常に
新鮮な産品を補充すると
いった努力をしています。

観光業者と農 水産業者が連携して、
収穫祭やその季節限定収穫祭やその季節限定
の新鮮な産品を販売するの新鮮な産品を販売する
イベントなどを開催イベントなどを開催して
しりべしの食に触れる
機会を増やしています。

食の
体験

【食育の場を提供する努力】

【食の営みに触れてもらう努力】

農水産業の体験学習の農水産業の体験学習の
プログラムを子供達のプログラムを子供達の
教育旅行へ活用教育旅行へ活用して
もらってます。食育の場、
産業体験の場として好評

す

観光業者と地元の漁師が
共同で企画し、中学生の
皆さんに漁船への乗船や、
ホタテ養殖の作業をして
もらうなど、
しりべしの営みを体験してもらっていますしりべしの営みを体験してもらっています。

【食育の場を提供する努力】

出典：今日と明日をつなげるしりべし
（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

です。

▼道路整備がもたらす効果① ▼道路整備がもたらす効果②

北海商科大学商学部 教授北海商科大学商学部 教授
阿部 英明氏

出典：北海道のみちづくり リレーシンポジウムしりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2010
後志の戦略的発展の実現に向けて～今日と明日をつなげるしりべし～

道路整備による投資効率は、特に運輸通信

出典：今日と明日をつなげるしりべし
（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

全経済で7.2倍！

【農 業】
後志地区農業協同組合町会 会長 石田 吉光氏

【経済商工】
倶知安商 会議所 会 川上 宏氏

出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」出典：日本の明日は「しりべし」にあり。（平成20年11月しりべしに高速道路を実現する会）

生産額へは1.9倍の効率、商圏エリアの拡
大により商業生産額の2.6倍、３次産業全体
へは7.27.2倍の投資効率倍の投資効率をもたらすことを明ら
かにしている。

後志地区農業協同組合町会 会長 石田 吉光氏
倶知安商工会議所 会頭 川上 正宏氏
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参考資料１－（２） しりべしの「観光」

○地元においては、訪れやすさ・巡りやすさ・移住しやすさの各観点で、様々な取組を行っている。○地元においては、訪れやすさ・巡りやすさ・移住しやすさの各観点で、様々な取組を行っている。

多彩なレジャーメニューの提供やイベント多彩なレジャーメニューの提供やイベント
の実施、景観をの実施、景観を

通りに名前を付け、看板にはローマ字表通りに名前を付け、看板にはローマ字表
記も添えて記も添えて、
外国人観光客の
方も迷わず目的

【多彩なメニューの提供】

【迷わず楽しんでもらう努力】▼地域の取り組み

○地元においては、訪れやすさ 巡りやすさ 移住しやすさの各観点で、様々な取組を行っている。○地元においては、訪れやすさ 巡りやすさ 移住しやすさの各観点で、様々な取組を行っている。

楽しむポイント整備楽しむポイント整備
など皆さまの楽しい
ひとときを演出して
います。

方も迷わず目的
地に着き楽しんで
頂けるように努力
しています。

【移住しやすさのための努力】

お客様の心に残る旅と
なるよう、隣接地域と隣接地域と
連携し、多くの観光資連携し、多くの観光資
源を巡るルートを開発・源を巡るルートを開発・

移住生活を体験して頂けるお試しハウス移住生活を体験して頂けるお試しハウス
の整備の整備や、
情報交換・交流
促進を目的とした、
移住者と住民

【魅力を高めるルートの開発】 【移住しやすさのための努力】

▼シンポジウム等での意見

源を巡るル トを開発源を巡るル トを開発
提案提案しています。 移住者と住民の

交流イベントも
盛んに行っています。

▼しりべしの魅力
出典：今日と明日をつなげるしりべし（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

▼シンポジウム等での意見

出典：しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009
後志の戦略的発展の実現に向けて～日本の明日は「しりべし」にあり～

【観 光】

ニセコ倶知安リゾート協議会 統括業務執行理事 久野 賢策氏

【観 光】
ニセコ倶知安リゾート協議会 統括業務執行理事
久野 賢策氏

【自治体】
黒松内町 町長
谷口 徹氏

北海商科大学商学部 教授 阿部 英明氏 ・小樽運河 ・羊蹄山

出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」

倶知安商工会議所 会頭 川上 正宏 氏

出典：日本の明日は「しりべし」にあり。
（平成20年11月しりべしに高速道路を実現する会） 出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」3



参考資料１－（３） しりべしの「生活（医療）」

○医療をはじめとして、移動の不便さが、暮らしの安心を遠ざけているとの声がある。○医療をはじめとして、移動の不便さが、暮らしの安心を遠ざけているとの声がある。

時間との戦いです。普通であれば問題
とならない病気も、この地域では命に関
わる状態に陥ってしまうのが現状です。
（岩内消防署 救急係長 岩城氏）

自宅から高度な医療が受けられる病院までた自宅から高度な医療が受けられる病院までた
どり着くには長い時間がかかりどり着くには長い時間がかかり、万一の時など

▼しりべしにおける医療の現状 ▼暮らしの不安・地域の取り組み

【高齢者の不安】

○医療をはじめとして、移動の不便さが、暮らしの安心を遠ざけているとの声がある。○医療をはじめとして、移動の不便さが、暮らしの安心を遠ざけているとの声がある。

しりべしには、分娩可能な医療機関が
小樽と倶知安にしかありません。地域
医療を担う倶知安厚生病院には、2時
間ほどもかかる地域からも妊婦さんが

（岩内消防署 救急係長 岩城氏）
大きな不安を抱えています。自分で運転でき
ない高齢者も多く、長時間の移動はドライバー
の負担にもなっています。

町立寿都診療所では、内科・外科・小児科を
設け 身体と心を幅広く継続的に診る医療を

【安心できる生活への努力】

受診されており、多くの出産を取り扱っ
ています。通院にかかる時間が短縮さ通院にかかる時間が短縮さ
れれば、患者さんの負担が大きく軽減れれば、患者さんの負担が大きく軽減
されます。されます。
（倶知安厚生病院 総務課長 井田氏）

岩内協会病院では 札幌から勤務医が

設け、身体と心を幅広く継続的に診る医療を
実践しています。健康講座の実施などの予防健康講座の実施などの予防
医療や在宅医療にも力を入れています医療や在宅医療にも力を入れています。

児童養護施設つくし園では、様々な事情で家
庭で暮らせない1才から18才までの子供たち

【安心できる地域づくり】

▼シンポジウム等での意見

岩内協会病院では、札幌から勤務医が
来ています。診察開始時間に間に合わ
せるためには、朝早くから移動しなけれ
ばなりません。しかも、その 経路に経路に
は峠越えがあり、医師の肉体的・精神は峠越えがあり、医師の肉体的・精神
的負担になっています。的負担になっています。
（岩内協会病院 事務次長 佐々木氏）

庭で暮らせない1才から18才までの子供たち
が明るく元気に暮らしています。老人福祉施設老人福祉施設
や身体障害者療護施設などの整備も進め、誰や身体障害者療護施設などの整備も進め、誰
もが安心して生活できる地域づくりを勧めていもが安心して生活できる地域づくりを勧めてい
ます。ます。

出典：今日と明日をつなげるしりべし
（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

出典 日本の明日は「しりべし」にあり 黒松内町商工会 会長 茂尾 実氏

出典：しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009
後志の戦略的発展の実現に向けて～日本の明日は「しりべし」にあり～

出典：日本の明日は「しりべし」にあり。
（平成20年11月しりべしに高速道路を実現する会

【解決の鍵は、しりべしから手稲渓仁会病院へ、また倶知安厚生病院への時間短縮です。】

黒松内町商工会 会長 茂尾 実氏

■基調報告
後志総合開発期成会 会長 蘭越町長 宮谷内 留雄氏

通院の移動に対する心理的・通院の移動に対する心理的・ 万 の時 これまでは命の覚悟をしていた万 の時 これまでは命の覚悟をしていた

出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」

出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」

出典：日本の明日は「しりべし」にあり。
（平成20年11月しりべしに高速道路を実現する会

【防災救急】
羊蹄山ろく消防組合 消防長 大柳 良夫氏

アドバイザー 田村 亨氏

羊蹄山ろく消防組合 消防長 大柳 良夫氏

通院の移動に対する心理的・通院の移動に対する心理的・
身体的負担が少なくなります。身体的負担が少なくなります。

万一の時、これまでは命の覚悟をしていた万一の時、これまでは命の覚悟をしていた
病気でも希望が持てるようになります。病気でも希望が持てるようになります。

受診の利便性が良くなり、子供を持つことを受診の利便性が良くなり、子供を持つことを
考える場合のプラス要因になります。考える場合のプラス要因になります。

出典：後志の道づくり2008今こそ考えよう！北海道の「みち」と「くらし」 出典：しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009出典：しりべしに高速道路を実現する会配布資料

羊蹄山ろく消防組合 消防長 大柳 良夫氏
田村 亨氏
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参考資料１－（４） しりべしの「災害」

○有珠山の噴火災害では、物流事業者が迂回ルートの利用を余儀なくされるなど大きな影響があった。○有珠山の噴火災害では、物流事業者が迂回ルートの利用を余儀なくされるなど大きな影響があった。

有珠山の噴火災害で、物流事有珠山の噴火災害で、物流事
業者は迂回ルートの利用を余業者は迂回ルートの利用を余

▼災害時における工夫・対策

○有珠山の噴火災害では、物流事業者が迂回ル トの利用を余儀なくされるなど大きな影響があった。○有珠山の噴火災害では、物流事業者が迂回ル トの利用を余儀なくされるなど大きな影響があった。

儀なくされ、輸送時間が儀なくされ、輸送時間が11～～22
時間多くかかる事態となりまし時間多くかかる事態となりまし
た。た。

平成平成1212年の有珠山噴火では、年の有珠山噴火では、

道央自動車道を含め周辺の主道央自動車道を含め周辺の主
要な交通網が被災し、復旧に要な交通網が被災し、復旧に
多くの時間を要しました。多くの時間を要しました。 出典：しりべしに高速道路を実現する会

配布資料

▼有珠山噴火時の道路・鉄道の被災状況

道央自動車道は
隆起変動により

出典：しりべしに高速道路を実現する会
配布資料

想定外の出来事
あ た鉄道線

隆起変動により
数ｍ押し出され、
破壊された。 室蘭IC～長万部IC間は有珠山噴火

により通行止め！

出典：今日と明日をつなげるしりべし（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

▼しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009での意見▼道央圏のル プであった鉄道線
路の変形で
JR本線も不通に。

▼しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009での意見

ようてい農業協同組合 代表理事 専務 大野 利明氏

▼道央圏のループ

■基調講演 「北海道・後志のこれから」
室蘭工業大学建設システム工学科 教授 田村 亨氏

出典：今日と明日をつなげるしりべし
（しりべしに高速道路を実現する会

平成21年12月）

平成12年に発生した有珠山噴火では、国道230号や北海道縦貫自動車道、

ＪＲ室蘭本線等も被災し、復旧に多くの時間を要したことから北海道経済も大
きな影響を被った。

特定非営利活動法人
環境防災総合政策研究機構 理事 岡田 弘氏

会場の方からの意見
函館商工会議所青年部総合政策室 副室長 松木 志津香氏

20～30年で繰り返される噴火への備えとして的確な事前対策を取っておく噴火への備えとして的確な事前対策を取っておく

ことは、いかなる事後対策よりも有効である。ことは、いかなる事後対策よりも有効である。平常時には地域の産業や
生活の支援の要として使える道路であり、災害の備えとしても北海道縦貫自
動車道とともに道央圏のループ道央圏のループを形成する北海道横断自動車道は有効な方
法である。

出典：今日と明日をつなげるしりべし
（しりべしに高速道路を実現する会 平成21年12月）

出典：しりべしのみちづくりを考えるシンポジウム2009
後志の戦略的発展の実現に向けて～日本の明日は「しりべし」にあり～

函館商工会議所青年部総合政策室 副室長 松木 志津香氏
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参考資料２ 暮らし（通学）の現状と課題

○後志地域では、学校の統廃合が進み、自市町村外の依存度が高い
○そのため、倶知安から小樽への通学では、日々、往復120分（片道60分）の移動を強いられており、負担

が大きい

▼Ｈ１７後志地域の通学の状況（自市町村外）

凡例

▼バスによる通学可否の事例検討

①【中央バス（高速ニセコ号）＋中央バス（路線バス）】

■倶知安～小樽

小樽市
余市町古平町

積丹町

神恵内村

泊村
仁木町

0

10010 ～

～

～

凡例

10

100
①【中央バス（高速ニセコ号）＋中央バス（路線バス）】

始発時刻
9：29発

10：55着
路線バスへ

乗り継ぎ 11：00発

JR小樽駅

11：08着

龍徳寺前JR小樽駅

岩内町

倶知安町

京極町

共和町

仁木町

札幌市

赤井川村

始発時刻

②【ニセコバス（小樽線）＋中央バス（路線バス）】

始業時刻までに

到着不可能

JR小樽駅 龍徳寺前

路線バス

JR小樽駅

寿都町

島牧村
黒松内町

蘭越町

真狩村
喜茂別町ニセコ町

留寿都村

始発時刻
7：57発

9：27着

始業時刻までに

到着不可能

9：35発 9：44着
路線バスへ

乗り継ぎ

■小樽～倶知安

資料：平成17年国勢調査報告

《広域通学者の家族からの声》

①【中央バス（路線バス）＋中央バス（高速ニセコ号）】

龍徳寺前JR小樽駅

16：24発16：34着
都市間

高速バスへ16：40発

JR小樽駅

17：59着
終発時刻

《広域通学者の家族からの声》

・倶知安町内の中学生のうち、毎年20名前後が小樽市内の
高校へ進学しており、朝の早い時間帯の通学手段は鉄道しかなく、
通学による負担は大きい

下宿や寮に入れば通学の負担は少なくなるが 費用面での

②【中央バス（路線バス）＋ニセコバス（小樽線）】

発
乗り継ぎ

JR小樽駅 龍徳寺前JR小樽駅

倶知安行最終便

・下宿や寮に入れば通学の負担は少なくなるが、費用面での
負担が大きいため、高速道路の整備により高速バスの便数が増
えるなど、利便性の向上に期待 資料：倶知安町役場ヒアリング

広域通学者の家族からのヒアリング

資料：中央バスＨＰ、ニセコバスＨＰ

17：24発17：34着17：50発

小樽駅

19：23着

龍徳寺前J 小樽駅
都市間

高速バスへ

乗り継ぎ

倶知安行最終便

終発時刻

帰宅が大幅に

遅れる 6



参考資料３－（１）

○北海道や沿線各市町村の総合計画において、魅力ある観光地づくり、農水産業の振興、販路拡大、地域医療体制の整備、交通アクセスの強化（高速道路の整備）○北海道や沿線各市町村の総合計画において、魅力ある観光地づくり、農水産業の振興、販路拡大、地域医療体制の整備、交通アクセスの強化（高速道路の整備）

（１）総合計画
■■ 第第77期北海道総合開発計画期北海道総合開発計画 ■■ 各市町の総合計画各市町の総合計画

●：観光 ■：産業・物流
▲：医療・生活 ★：防災・災害

主要施策 内容（抜粋） 市 町 内容（抜粋）

などが謳われているなどが謳われている

主要施策 内容（抜粋）

国際競争力の高い魅力あ
る観光地づくりに向けた
観光の振興

●国際競争力の高い魅力ある観光地づくり
→広域周遊型観光の促進
→外国人や高齢者が容易かつ円滑に旅行できるような観光地づくり

国内外に開かれた広
■高速交通ネットワークの強化

→高規格幹線道路を始めとする基幹的なネ トワ クの整備

黒松内町

第3次
黒松内町総合計画
(平成22年度～平成31年度)

●交流観光サービスの魅力向上
■北海道横断自動車道の整備促進
▲身近な医療の確保
▲消防・救助・救急体制の充実
★防災体制の充実

国内外に開かれた広
域交通ネットワーク
の構築

→高規格幹線道路を始めとする基幹的なネットワークの整備

■国際競争力を高めるための物流ネットワーク機能の強化

→国際標準コンテナ車が支障なく通行できる幹線
道路ネットワークの構築

魅力と活力ある北国の地
域づくり まちづくり

▲都市における機能の強化と魅力の向上

蘭越町

第5次
蘭越町総合計画

(平成22年度～平成31年度)

●多様できめ細かなサービスメニューの創出
■機能的な道路ネットワーク構築
■広域道路網の整備促進 (高規格幹線道路の建設促進)
▲地域医療体制の整備
★防災体制の充実と危機管理体制の整備

域づくり・まちづくり
都市における機能の強化と魅力の向上

頻発する自然災害に
備える防災対策の推
進

★根幹的な防災対策の推進
→集中豪雨や噴火等により発生する土砂災害に

対し、人命等を守るための土砂災害対策を推進

★豪雪対策および積雪寒冷地域における防災対策の推進

ニセコ町

第4次
ニセコ町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

●ニセコ観光を支えるソフトの充実
●観光客の交通利便性の向上
■利便性の向上や利用実態に合った道路ネットワークの整備
★ニセコヘリポートの利用促進と維持管理経費の削減
★安心・安全な生活環境づくり （災害に備えたまちづくりの推進）

■■ 新・北海道総合計画（道央広域連携地域）新・北海道総合計画（道央広域連携地域）

→積雪寒冷地の特性を考慮した防災対策を推進
倶知安町

第5次
倶知安町総合計画
(平成20年度～平成31年度)

●国際観光リゾート地の創出
■豊かさと活力ある農業・農村づくり
■北海道横断自動車道建設促進
▲安心・安全な生活環境づくり
★災害への備えの充実政策展開方針 内容（抜粋）

資料：国土交通省

共和町

第7次
共和町総合計画

(平成21年度～平成30年度)

●観光資源の保全
■高規格幹線道路の整備促進
▲地域医療体制の充実
▲広域医療の確保、充実
★防災、危機監理体制の整備・充実

「見る観光 から自然を生か た ウ ド 活動を じめ

多彩な地域資源を

活用した観光の振興

●魅力ある観光地づくり
→道央各地の観光エリアを周遊する広域観光 ルートの形成

交流を支える

基盤整備の促進

●『 “しりべし”国際観光リゾートエリアの形成』＊

→外国人観光客の誘客促進と利便性の向上

仁木町

第4期
仁木町総合計画

(平成13年度～平成22年度)

●「見る観光」から自然を生かしたアウトドア活動をはじめ
個性的な地域の特徴を「体験する観光」へ

■安全で快適な道路づくり
▲広域医療ネットワーク強化による高次医療体制、緊急体制の充実
★仁木町地域防災計画に基づいた防災体制の強化・充実

●広域観光における拠点づくり

基盤整備の促進

交流を支える基盤
整備の促進

■産業や生活を支える交通・情報ネットワークの形成
→高規格幹線道路の推進

安心で住みよい

まちづくり 推進

▲地域医療提供体制の構築
▲人口減少 高齢化に対応する社会の形成

＊：地域プロジェクト

余市町

第3次
余市町総合計画

(平成14年度～平成23年度)

●広域観光における拠点づくり
●観光ルートの整備促進とゾーン開発
■高規格幹線道路 余市・小樽間の早期建設
▲医療機能の充実、救急医療への迅速な対応
★防災計画の充実、防災意識の高揚

まちづくりの推進 ▲人口減少・高齢化に対応する社会の形成

安心で住みよいま
ちづくりの推進

★防災体制の整備
→有珠山などの火山噴火に備えた災害防止施設等の整備

資料：各市町村
資料：北海道7



（２）総合計画 ＜観光＞

参考資料３－（２）

主要施策 内容（抜粋）

魅 づ

（２）総合計画 ＜観光＞

■■ 第第77期北海道総合開発計画期北海道総合開発計画

市 町 内容（抜粋）

自然を活かす田舎づくり

■■ 各市町の総合計画各市町の総合計画

国際競争力の

■国際競争力の高い魅力ある観光地づくり
→地域が主体となった取組の促進

（地域住民・NPO・企業など地域の様々な主体と
行政の連携）

→ゆとりある観光を促進するため良質なサービス

黒松内町

第3次
黒松内町総合計画
(平成22年度～平成31年度)

■自然を活かす田舎づくり
→充実した観光情報の提供
→交流観光を担う人材・組織との連携
→交流観光サービスの魅力向上
→新たな交流観光の創出

蘭越町 ■体験と交流の“地域発観光”の推進国際競争力の
高い魅力ある
観光地づくり
に向けた観光
の振興

の提供や関連する施設の整備の促進
→広域周遊型観光の促進
→外国人や高齢者が容易かつ円滑に旅行できる

ような観光地づくり

■地域経済を先導する観光産業の振興

蘭越町

第5次
蘭越町総合計画

(平成22年度～平成31年度)

■体験と交流の 地域発観光 の推進
→こぶし咲くふるさとの風景づくり
→ “花のまちらんこし”づくり
→多様できめ細かなサービスメニューの創出

（広域観光の推進、観光基盤の整備促進）

ニセコ町 ■“食・遊・癒”を満喫できる個性豊かな観光エリアをつくるの振興 振
→ニューツーリズムの創出・普及を産学官が連携

して促進

→地域資源を利用したその地ならではの産品の

開発・販売やこれらの活用を促進

ニセコ町

第4次
ニセコ町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

■ 食・遊・癒 を満喫できる個性豊かな観光エリアをつくる
→四季を通して楽しめる魅力あるニセコ観光の充実
→ニセコ観光を支えるソフトの充実
→観光客の交通利便性の向上

（道外観光客のニセコへの交通アクセスの向上）

倶知安町 ■町の資源を活かすまちづくり倶知安町

第5次
倶知安町総合計画
(平成20年度～平成31年度)

■町の資源を活かすまちづくり
→国際観光リゾート地の創出

■国際都市への基盤づくり
→北海道横断自動車道建設促進

共和町 ■人と自然が共に生きる元気なまち
観光資源の保全

政策展開方針 内容（抜粋）

■■ 新・北海道総合計画（道央広域連携地域）新・北海道総合計画（道央広域連携地域）

共和町

第7次
共和町総合計画

(平成21年度～平成30年度)

→観光資源の保全
→観光資源の発掘、情報発信
→受け入れ体制の充実
→観光振興に向けた企画イベントの充実

仁木町 ■ “潤い”開発計画
→「見る観光」から自然を生かしたアウトドア活動をはじめ多彩な地域資

■魅力ある観光地づくり
→多彩な観光資源のさらなる磨き上げ
→外国人に対する対応や、ホスピタリティの向上に

よる受入体制の整備
→道央各地の観光エリアを周遊する広域観光

第4期
仁木町総合計画

(平成13年度～平成22年度)

→「見る観光」から自然を生かしたアウトドア活動をはじめ
個性的な地域の特徴を「体験する観光」へ

→観光協会をはじめ観光関連諸団体や産業団体との
連携強化

余市町 ■地域に根ざした活力ある産業と魅力ある観光のまち
→広域観光における拠点づくり

多彩な地域資
源を活用した
観光の振興

道央各地の観光 リアを周遊する広域観光
ルートの形成

■地域交流の促進
→都市と農山漁村の交流促進

■地域プロジェクト
『北のゲートウェイ道央観光プロジェクト』

第3次
余市町総合計画

(平成14年度～平成23年度)

広域観光における拠点づくり
→観光ルートの整備促進とゾーン開発
→祭り・イベントの充実
→観光推進体制の確立

『北のゲートウェイ道央観光プロジェクト』
→広域観光の推進

→外国人観光客の誘致促進

8



（３）総合計画 ＜産業・物流＞

参考資料３－（３）

主要施策 内容（抜粋）

（３）総合計画 ＜産業 物流＞

■■ 第第77期北海道総合開発計画期北海道総合開発計画

市 町 内容（抜粋）

自然を活かす田舎づくり

■■ 各市町の総合計画各市町の総合計画

食料供給力の強化
と食にかかわる産
業の高付加価値
化・競争力強化

■食にかかわる産業の高付加価値化・競争
力強化

→産地直送など多様な流通経路等による多様な
食品の開発・普及の取組の促進

→東アジア地域等への農水産物・加工食品の

黒松内町

第3次
黒松内町総合計画
(平成22年度～平成31年度)

■自然を活かす田舎づくり
→地域ブランド農業の推進

■自然にやさしい環境づくり
→北海道横断自動車道の整備促進
→北海道新幹線の建設促進

蘭越町 ■安全・良質な食料生産と環境共生の持続的発展
東 農 産物 食
輸出促進

国内外に開か

■高速交通ネットワークの強化
→高規格幹線道路を始めとする基幹的な

ネットワークの整備
■国際競争力を高めるための物流ネット

蘭越町

第5次
蘭越町総合計画

(平成22年度～平成31年度)

■安全・良質な食料生産と環境共生の持続的発展
→食と農の連携

■安全と便利を確保し、人と町をつなぐ
→機能的な道路ネットワーク構築
→広域道路網の整備促進 (高規格幹線道路の建設促進)

ニセコ町 ■地域に密着した 元気あるニセコ農業をつくる
れた広域交通
ネットワーク
の構築

■国際競争力を高めるための物流ネット
ワーク機能の強化

→苫小牧港の国際海上コンテナや新千歳空港の
国際航空貨物の輸送に係る機能強化の推進

→国際標準コンテナ車が支障なく通行できる幹線
道路ネ トワ クの構築

ニセコ町

第4次
ニセコ町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

■地域に密着した、元気あるニセコ農業をつくる
→地元住民や他産業との連携による新たなニセコ農業 の展開

■人が主役で環境に優しい便利な交通ネットワークをつくる
→利便性の向上や利用実態に合った道路ネットワークの整備
→ニセコヘリポートの利用促進と維持管理経費の削減

倶知安町 ■町の資源を活かすまちづくり
道路ネットワークの構築 倶知安町

第5次
倶知安町総合計画
(平成20年度～平成31年度)

■町の資源を活かすまちづくり
→豊かさと活力ある農業・農村づくり

■国際都市への基盤づくり
→北海道横断自動車道建設促進

共和町 ■人と自然が共に生きる元気なまち
→産地 ブランド対策の促進

政策展開方針 内容（抜粋）

■■ 新・北海道総合計画（道央広域連携地域）新・北海道総合計画（道央広域連携地域）

共和町

第7次
共和町総合計画

(平成21年度～平成30年度)

→産地、ブランド対策の促進
■環境にやさしく、住みごこちの良いまち

→高規格幹線道路の整備促進
→北海道新幹線の整備促進

仁木町 ■ “潤い”開発計画
→共同出荷等による統 ブランドの推進

地域の特色を
生かした多種
多様な農林水
産業の展開

■多様な農業の展開
→食育活動や都市と農村の交流を積極的に展開し、

地産地消の推進

■安定的な水産業の振興
→観光産業等との連携によるブランド化・消費拡大

第4期
仁木町総合計画

(平成13年度～平成22年度)

→共同出荷等による統一ブランドの推進
→農業の活性化に向けた各種農業農村整備事業の展開

■ “豊かさ”開発計画
→安全で快適な道路づくり

余市町 ■地域に根ざした活力ある産業と魅力ある観光のまち
→豊かさと活力ある農村の構築

産業の展開 →観光産業等との連携によるブランド化・消費拡大

交流を支える
基盤整備の促

■産業や生活を支える交通・情報ネット
ワークの形成

→高規格幹線道路の推進

■地域プロジェクト
第3次

余市町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

豊かさと活力ある農村の構築
→水産加工品のＰＲと販路拡大の推進

■人にやさしい快適で機能的なまち
→高規格幹線道路 余市・小樽間の早期建設

進
■地域プロジェクト

『 “しりべし”国際観光リゾートエリアの形成』
→外国人観光客の誘客促進と利便性の向上

9



（４）総合計画 ＜医療・生活＞

参考資料３ー（４）

主要施策 内容（抜粋）

（４）総合計画 ＜医療 生活＞

■■ 第第77期北海道総合開発計画期北海道総合開発計画

市 町 内容（抜粋）

人にやさし 田舎づくり

■■ 各市町の総合計画各市町の総合計画

魅力と活力あ

■広域的な生活圏の形成と交流・連携強化
→多様で個性のある広域的な生活圏の形成

（交通・情報・人的ネットワークの強化を推進）
■都市における機能の強化と魅力の向上

→都市型都市構造への移行

黒松内町

第3次
黒松内町総合計画
(平成22年度～平成31年度)

■人にやさしい田舎づくり
→身近な医療の確保
→保健・福祉との連携

■自然にやさしい環境づくり
→消防・救助・救急体制の充実

蘭越町 ■生涯を通じた健康づくりに取り組む町魅力と活力あ
る北国の地域
づくり・まち
づくり

（集約拠点へつながる公共交通ネットワークや

道路ネットワークの強化の推進）

→都市の魅力・活力の向上

（地域の協働によるまちづくりの展開を促進）

→冬も暮らしやすい生活環境の創造

蘭越町

第5次
蘭越町総合計画

(平成22年度～平成31年度)

■生涯を通じた健康づくりに取り組む町
→地域医療体制の整備

（一次医療の充実、一次医療機関の「かかりつけ医」機能の充実）
■みんなで取り組む 子育ち・親育ちの実践

→健やかに産み育てられる環境づくり

ニセコ町 ■日々健康を実感し 安心して暮らせるまちをつくる→冬も暮らしやすい生活環境の創造

（快適な冬の生活環境づくりを目指した施策の推進）

→ユニバーサルデザインの考え方を踏まえたまちづくり

（安心してこどもを生み育てられる環境の確保）

ニセコ町

第4次
ニセコ町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

■日々健康を実感し、安心して暮らせるまちをつくる
→生涯を通じての健康づくり
→安心・安全な生活環境づくり

■安心して子供を産み、育てられるまちをつくる
→子育てをしながら安心して働くことができる環境づくりの促進

倶知安町 ■一人ひとりを大切にするまち倶知安町

第5次
倶知安町総合計画
(平成20年度～平成31年度)

→安心できる医療体制を整える
→生涯スポーツの促進や健康づくりへの支援

■子どもが心身ともに健やかに育つまち
→母とこどもの健康の確保・増進

共和町 ■共に創ろう、笑顔あふれる元気なまち
地域医療体制の充実政策展開方針 内容（抜粋）

■■ 新・北海道総合計画（道央広域連携地域）新・北海道総合計画（道央広域連携地域）

共和町

第7次
共和町総合計画

(平成21年度～平成30年度)

→地域医療体制の充実
→広域医療の確保、充実
→緊急医療体制の確保
→子育て環境の整備

仁木町 ■ “安らぎ”開発計画
→各年齢層に応じた健康管理の推進

政策展開方針 内容（抜粋）

■地域医療提供体制の構築
→高度医療提供体制の整備
→医療従事者の確保
→医療機関相互の連携

第4期
仁木町総合計画

(平成13年度～平成22年度)

→各年齢層に応じた健康管理の推進
→広域医療ネットワークの強化による高次医療体制、

緊急体制の充実
→保育の充実、子ども会など地域での組織活動の支援

余市町 ■健やかで潤いと安らぎのあるまち
→医療機能の充実

安心で住みよ
いまちづくり
の推進

医療機関相互の連携
→保健・医療・福祉分野の連携
→救急搬送体制の充実

■人口減少・高齢化に対応する社会の形成
→地域ぐるみでの子育て支援

→住民、ＮＰＯ、企業などの多様な主体の連携によ
第3次

余市町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

医療機能の充実
（町内医療機関の施設・設備の整備、医療スタッフの充実）

→総合病院の役割と機能の強化
→救急医療への迅速な対応

住民、ＮＰＯ、企業などの多様な主体の連携によ

る地域ニーズへの対応や地域課題の解決の取組

→医療、保健、福祉、介護の機能分担・連携
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（５）総合計画 ＜防災・災害＞

参考資料３ー（５）

主要施策 内容（抜粋）

推

（５）総合計画 ＜防災・災害＞

■■ 第第77期北海道総合開発計画期北海道総合開発計画

市 町 内容（抜粋）

自然 やさ 環境づくり

■■ 各市町の総合計画各市町の総合計画

頻発する自然
災害に備える
防災対策の推
進

■根幹的な防災対策の推進
→集中豪雨や噴火等により発生する土砂災害に

対し、人命等を守るための土砂災害対策を推進

■豪雪対策および積雪寒冷地域における
防災対策の推進

黒松内町

第3次
黒松内町総合計画
(平成22年度～平成31年度)

■自然にやさしい環境づくり
→防災体制の充実

（公共施設・個人住宅の耐震化の普及、緊急時
における情報伝達機能の確立）

→消防・救助・救急体制の充実

蘭越町 ■みんな安全に暮らせる町進 防災対策の推進
→積雪寒冷地の特性を考慮した防災対策を推進

ハード・ソフ
ト一体となっ
た総合的な防

■地域防災力を向上させる取組の推進
→総合的な防災・減災対策の実施

（被災地への緊急物資輸送等の確保、防災関係
機関 連携強化を促進）

蘭越町

第5次
蘭越町総合計画

(平成22年度～平成31年度)

■みんな安全に暮らせる町
→防災体制の充実と危機管理体制の整備

（災害時の連絡通信体制の整備、危機管理体制の強化）
→防火・救急体制の充実

（救命救助体制の充実）

ニセコ町 ■日々健康を実感し 安心して暮らせるまちをつくるた総合的な防
災・減災対策
の推進

機関の連携強化を促進）
■災害に強いまちづくりの推進

→防災拠点となる公園・緑地、避難路、防災
ステーション等の整備を推進

ニセコ町

第4次
ニセコ町総合計画
(平成14年度～平成23年度)

■日々健康を実感し、安心して暮らせるまちをつくる
→安心・安全な生活環境づくり

（災害に備えたまちづくりの推進）
■人が主役で環境に優しい便利な交通ネットワークをつくる

→ニセコヘリポートの利用促進と維持管理経費の削減

倶知安町 ■安全に暮らせるまち倶知安町

第5次
倶知安町総合計画
(平成20年度～平成31年度)

■安全に暮らせるまち
→災害への備えの充実

（防災体制の確立、公的施設等の耐震化、
治山治水対策）

共和町 ■環境にやさしく、住みごごちの良いまち
防災 危機監理体制の整備 充実政策展開方針 内容（抜粋）

■■ 新・北海道総合計画（道央広域連携地域）新・北海道総合計画（道央広域連携地域）

共和町

第7次
共和町総合計画

(平成21年度～平成30年度)

→防災、危機監理体制の整備・充実
（地域防災計画の見直し、避難所（場所）の表示・周

知、ハザードマップの作成、災害・避難用品の整備）

仁木町 ■ “豊かさ”開発計画
→仁木町地域防災計画に基づいた防災体制の強化 充実

政策展開方針 内容（抜粋）

安心で住みよ
いまちづくり

■防災体制の整備
→有珠山などの火山噴火に備えた災害防止施設等

の整備
→災害に強い道路・港湾・空港などの交通環境、

第4期
仁木町総合計画

(平成13年度～平成22年度)

→仁木町地域防災計画に基づいた防災体制の強化・充実
→水防機材等の整備

余市町 ■人にやさしい快適で機能的なまち
→防災計画の充実

の推進 森林・農地の整備などによる被害の防止・軽減
→地域防災力の強化

（災害時要援護者対策や自主防災組織の育成）

第3次
余市町総合計画

(平成14年度～平成23年度)

→防災計画の充実
（地域 防災体制の確立）

→防災意識の高揚
（防災意識の啓発活動の推進、初動期体制の確立）
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参考資料４

本編（Ｐ５）観光の現状と課題に対応
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